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化学 

■ おわりに ■ はじめに 
 今回の実験ではH2PO4⁻吸着作用に着目して研究を進め
た。そのため，今後は他のイオン・物質の吸着作用に関し
て研究を進めていきたい。しかし，試験的に行ったNO2⁻の
パックテストでは吸着作用は見られなかったため，吸着作
用と多孔質構造の関連についても研究していきたい。 

一昨年の東日本大震災により多量の瓦礫が発生した。

その瓦礫を再利用について検討していく中で，コンクリー

トから成分元素が同様のシリカゲルの製造を試みた。しか

し，コンクリートに含有される金属イオンがあまりにも多く，

シリカゲルとは異なるゲル状の物質しか生成できなかっ

た。 

 
 
 

  

そこで，シリカゲルの吸着作用が，コンクリートにもある

のではないかと考え，コンクリートの H2PO4⁻吸着作用に着

目して研究を進めた。 

 
 
 
  
 ■ 研究内容 
 １ ガラス製の筒に粉末状にしたコンクリートを詰め，カラ

ム型フィルターとし，そこに 100μmol/L NaH2PO4 水
溶液40mLを１回～５回通す。 

 
 
 ２ ビーカーにコンクリートを入れ，NaH2PO4 水溶液40mL

を，コンクリートが舞い上がらないように，漏斗を用いて
静かにそそぐ。その後，５分，30分，60分放置する。 

 
 

図 結果（全体） ３ 上記の２において，放置をする代わりに，マグネチック
スターラーを用いて撹拌する。時間は同じく５分，30分，
60分で行う。 

 
 
 ４ それぞれ処理をしたNaH2PO4 水溶液をモリブデンブ

ルー法により吸光光度を測定し，定量した。また，各実
験とも対照実験として砂を用い，その吸着作用を比較し
た。 

 
 
 
  
 ■ 結果 
  最もH2PO4⁻が吸着された実験は，フィルターを５回通す

方法だが，同方法では溶液をフィルターに１回通すだけ
で約１時間を要し，単位時間当たりの吸着量に換算した場
合，最も効率よくH2PO4⁻を吸着できるのは撹拌する方法と
考えられる。 

 
 
 
 

  フィルターを用いた方法と静置した方法では，回数が多
いほど，時間が長いほどH2PO4⁻が吸着されたが，撹拌し
た方法では60分撹拌した方が30分よりH2PO4⁻濃度より増
加するという結果が得られた。 

図 結果（4.5μmol/L以下） 
 

 

 対照の砂を用いた実験では，H2PO4⁻はまったく吸着され
なかった。そのため，粒子状の物質にH2PO4⁻吸着作用が
あるわけではなく，コンクリートがシリカゲルと同様の多孔
質構造をもつ可能性がある。 
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